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「ヘルスケアの歴史変動と
医師の未来」

日本のヘルスケアのシステムを考える上で、次の3つの歴史的潮流を同時に視野
に入れておく必要がある。すなわち、1）ヘルスケアの生活モデル化、2）人口高齢化
3）医学・医療技術の高度化である。1）はヘルスケアの究極的目標を従来の患者の
治癒から患者のQOLに転換させてゆく力であり、ヘルスケアシステムの地域ケア化
を導くものである。2）、3）は、多様な派生的影響を措けば、医療の財政への負担の
増大をもたらす効果をもつ。つまり、日本のヘルスケアは長期的に、資源節約的な方
法で地域ケアを実現してゆかなければならない、ということになる。これに対応して、
日本のプライマリケア領域における医師の活動も、上で述べた文脈に対していかなる
貢献をするかによって評価されるようになろう。
本講演ではこのような観点から、ヘルスケアに取り巻く歴史的潮流を整理しつつ、
医師が帯びる社会的使命についての長期的な展望について論じてみたい。
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